
実行を見据えた地域計画づくり

む ら

事例報告



今日のハナシの概要

意向も聴き取った

… 意向は家族で出した結論だったのか？

いま地域計画もひと段落…

でも？

地域での話し合いも成された

… 誰と誰が話し合って何が決まったのか？

目標地図も計画も完成した

… いったい誰が作ったものなのか？

今後は実現に向けた実行だ

… いまの計画のまま実行でよいのか？



山形県寒河江市
柴 橋 地 区

複数集落同時に地域計画

地域の営農計画への反映

現実的な計画づくり



❶アンケート実施（意向調査）

❷意向地図作成

❸地域農業の将来について話合い（ＷＳ形式）

❹担い手農家によるワーキング会議

地域計画目標地図と営農計画図の作成

一般的な地域計画作成の流れ



「耕作者年代調査地図 （R５．８月時点）」
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79

89



「意向地図（R５．８月時点）」

（相手が未定）

（相手が未定）

１０年後
管理が難しく
なりそうな農地



Point １

※ 可能な限り広い範囲で

複数の「人・農地プラン」を一堂に集めて

※ 同じ作業を同時に進める

他の地区の話し合いを覗かせながら



①１０年後も農業を継続していける人の検討

地域内の人材 地域外からの人材 法人

組織 …など

山形太郎 村山花子 宮城次郎 秋田三吉

米沢市男 庄内米子・・・・・・・・・・・・・・・・米沢市男

○○ライス

○生産組合 ・・・・



「意向地図（R５．８月時点）」

１０年後
管理が難しく
なりそうな農地

説明上、点線のエリアを
切り取って解説します。

（相手が未定）

（相手が未定）



貸したい（貸出先が未定）

手放したい

借りているが返したい

を脱色した図面

１０年後管理が難しくなりそうな農地

この図面を使って、
白抜きの農地を

誰がどう管理するか？
を話し合う。

11

脱色（ブリーチ）地図



№ 作物 耕作者 面積【ａ】

地域農業継承者【　 　地域】

農地を次代につなげようWS　検討内容

１０年後、自分が何を作って営農できるかの検討



Point ２

※ 複数の地区がいるのだから

自力で無理なら隣の地区に救援要請

※ 机を合体させて可能性を探る

農地も人も貸し借りしたらどうかの検討
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№ 作物 耕作者 面積【ha】

41 米 10.0

42 米 20.0

43 米 5.0

44 米 5.0

45 米 50.0

46 枝豆 1.0

47 枝豆 1.0

48 枝豆 20.0

49 枝豆 2.0

50 アーモンド 1.0

51 菊芋 1.0

52 ぶどう 2.0

53 ぶどう 2.0

54 ぶどう 1.0

55 ぶどう（ワイン） 5.0

56 ぶどう（ワイン） 4.0

57 ぶどう（デラウェア） 1.0

58 ぶどう（デラウェア） 1.0

59 ぶどう（大粒） 1.0

60 ぶどう（大粒） 0.3

61 さくらんぼ（観光） 5.0

62 さくらんぼ 3.0

63 さくらんぼ 1.0

64 さくらんぼ 0.3

農地を次世代につなげようWS 提案内容
提案【金谷】

耕作者番号

作物が違えば
同じ耕作者を
その都度記入
する

作物と耕作者
ごとの番号
シールを作ると
便利

小村瑞穂(OMURAMizuho)
ハイライト表示



営農計画原案（１回目ゾーニング作業）
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№ 作物 耕作者 面積【ha】

41 米 10.0

42 米 20.0

43 米 5.0

44 米 5.0

45 米 法人で対応 50.0

46 枝豆 1.0

47 枝豆 1.0

48 枝豆 20.0

49 枝豆 2.0

農地を次世代につなげようWS 提案内容
提案【金谷】

現場あるある？埋めにくい部分の逃げ道！

・今後検討or検討中など
・意向不明
・法人で対応など

このままの状態で
実行に移行できる？



❶アンケート実施（意向調査）

❷意向地図作成

❸地域農業の将来について話合い（ＷＳ形式）

❹担い手農家によるワーキング会議

❺女性と若者による話し合いの実施

❻地域全体で調整会議を実施

柴橋地区における地域計画作成の流れ プラス



Point ３

※ 現役世代の限界が見えた段階で

若手農家だけが集まった話し合い

※ 個々の意向に加えて共働も検討

互いに補い合える関係づくりにも波及
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№ 作物 耕作者 面積【hａ】 面積【ha】
図測

301 ブドウ 2.94

302 桃 0.7

303 リンゴ 0.61

304 サクランボ 0.7

331 デラウェア 3㏊～

332 大粒

333 ワイン

334 デラウェア 0.67

335 ワイン 1.83

361 一般野菜

362 イタリア野菜

363 ⾧なす 20ａ

364 里芋 20ａ

365 有機野菜 20ａ位

366 花木（ユーカリ） 10ａ位

367 花木（啓翁桜） 1hａ位

368 花木（スモークツリー） 30ａ 0.24

369 ブドウ 5㏊位 5.34

370 施設野菜 1.77

371 ラフ、さくらんぼ、桃 2.5㏊位 2.65

372 ブドウ、さくらんぼ、桃 2㏊ 1.8

373 ブドウ 2㏊ 3.6

391 柿 3㏊位 3.14

1.34

1.57

2.97

提案内容
提案【 寒河江中郷 地区】

1㏊

提案【 金谷 地区】

7.12

耕作者番号

作物が違えば
同じ耕作者を
その都度記入
する

作物と耕作者
ごとの番号
シールを作ると
便利
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４５

４５

４５
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４５

４５

４５

４５

３９１

３７２ ３７３

３６３
３６４

３６９

３６１
３６２

３６６ ３６８
３７１

４５

花木

柿



Point ４

※ 若者の意向を計画に反映

若手農家と現役世代の意向の調整

※ 計画を実現するため必要なこと

実現可能とするための条件を見える化



Point ５

※ 令和７年度からの取り組み

本当に法人で対応するのか再検討

※ 実行していくための条件整備

令和７年・８年の２か年で対応策決定



話し合いの参考書

話合いの進め方？
（※どんな手順で…）

１０年後を話し合う？
（※どうやって形に…）



このマニュアルに詰め込んだもの

農地整備事業の営農計画と地域計画の連携

（複数集落の地域計画を同時進行で策定）

中山間地域における営農計画と地域計画づくり

中山間直接支払いの集落戦略づくり

（集落戦略※と地域計画の関連づけ）

平場地域と中山間地域で同じ手法でやれるのか

この４年間山形県内で取り組んできた事例から
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山形県農業会議

この画面をクリックして
ダウンロードを

公式ホームページ



現場の話し合いを進める

人材の育成について



農林水産省
令和７年度も開催
今年５年目に突入

※入門コース
全６回のオンライン講義

※実践コース
全２回のオンライン講義
対面講義を全国で開催
受講後のオンラインゼミ

※ネットワーク
交流と情報交換の場





※入門コース（フリー）
全６回のオンライン講義

※実践コース（定員）
全２回のオンライン講義
（Zoomによる座学）

対面講義を全国で開催
（連続３日間の対面実習）

① ７月 ４日（金） １９：００～
② ７月１１日（金） 〃
③ ７月１８日（金） 〃
④ ７月２５日（金） 〃
⑤ ８月 １日（金） 〃
⑥ ８月 ８日（金） 〃

①１０月 １日（水）～岡山会場
②１０月１５日（水）～金沢会場
③１０月２７日（月）～仙台会場
④１１月１０日（月）～東京会場

① ９月１０日（水）
② ９月１７日（水）



先ずは…

農村プロデューサー

で検索を！



＠ｎｏｂｕ

人や地域がその気にならないと
何も始まらないそして何も起こらない

動かそうとする者の
熱意が伝わらなければ
未来への扉は開かない




